
７
月
８
日
か
ら

日
、

18

さ
ら
に

日
に
か
け
て
断

22

続
的
に
続
い
た
豪
雨
に
よ

る
災
害
は
、
鶴
岡
市
全
体

で
公
共
土
木
災
害
が
２
億

３
１
６
万
円（

日
現
在
）、

26

農
業
被
害
が
４
億
７
３
０

万
円
（

日
現
在
）、
合
計

23

で
６
億
円
超
が
見
込
ま
れ
、

今
後
も
集
計
が
進
み
、
拡

大
し
そ
う
で
す
。

藤
島
地
域
の
被
害

藤
島
地
域
で
は
添
川
・

東
堀
越
の
道
路
路
肩
崩
落

や
洗
掘
６
カ
所
、
添
川
の

林
道
路
肩
洗
掘
や
路
面
欠

損
な
ど
４
カ
所
が
災
害
復

旧
箇
所
と
し
て
市
単
独
事

業
で
お
こ
な
わ
れ
る
予
定

で
す
。

農
業
被
害
で
は
、
大
豆

な
ど
の
冠
水
で
１
６
１
㌶
、

野
菜
で
１
・
４
㌶
、
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
３
棟
、
被
害
額

１
９
０
万
円
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

特
に
今
野
川
・
藤
島
川

周
辺
に
被
害
が
集
中
し
、

羽
黒
町
大
口
の
養
豚
施
設

崩
壊
と
飼
育
豚
が
川
に
流

さ
れ
、
富
沢
・
小
増
川
の

揚
水
機
場
の
ポ
ン
プ
故
障

（
６
千
万
円×

２
基
）
や

今
野
川
河
川
取
水
口
の
崩

壊
な
ど
が
復
旧
費
増
の
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
災
害
復
旧
費

を
９
月
議
会
に
提
案

し
、
緊
急
の
も
の
は
既

決
予
算
で
即
時
対
応
す

る
と
し
て
い
ま
す
。（
写

真
・

日
の
豪
雨
で
６
０

18

０
㍍
に
わ
た
っ
て
路
肩
洗

掘
し
た
手
向
地
内
の
筍
沢

線
）
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（月２００円程度）
7月 27人 26,750円
6月 40人 45,500円

豪
雨
被
害
６
億
円
超

８／４（日）第31回ふじしま夏まつり

子ども相撲大 AM９：00～PM０：30藤島小学

会 校相撲場

魚つかみ捕り PM１：00～１：30

焼肉フェステ PM４：00～７：00

ィバル

庄内伝統芸能 PM４：00～５：40

祭第1部未来 出演予定

への息吹 ・４:00～ こりす保育園

・４:10～ 藤島児童館稲妻

太鼓

・４:20～ 藤中吹奏楽

・４:35～ 東栄小獅子踊り

・４:50～ 渡前小こども獅子

・５:05～ 烈風獅子しゃん

・５:15～ 獅志舞笑
し し ぶしよう

庄内伝統芸能 PM５：40～８：20

祭第2部伝統 出演予定

の鼓動 ・５:50～ ふじしま太鼓

鼓粋(こいき)

・６:05～ 五十川神楽

・６:20～ 高寺八講

・６:40～ 渡前獅子踊り

・６:55～ 板井川河内神社

天狗舞・獅子踊り

・７:10～ 祥雲御山太鼓

・７:25～ 長沼八幡神社神楽

・７:40～ あまるめ飛龍太鼓

・７:55～ 両所神社御獅子舞

盆踊り大会 PM８：２0～８：50

出店・屋台 PM:０：00～８：30

●開催日時８月４日（日）１６：００～１９：００

●開催場所 鶴岡市藤島体育館 北側 芝生広場

（ふじしま夏まつり会場）

８月４日（日）に第31回ふじしま夏まつりが開催され

ます。

午前中の子どもすもう大会から魚つかみ捕り、第12回

目となる伝統芸能祭、そして盆踊り大会と子供から大人

まで楽しめる内容です。

第23回を迎えた焼肉フェスティバルも同時開催で、見

て感動、食べて感動です。

藤島地域の主な災害箇所（市単独予定）

◎道路

添川 添川筍沢線(1) 路肩崩落 L=17m

添川 添川筍沢線(2) 路肩洗掘 L=50m

添川 添川筍沢線(3) 路肩崩落 L=15m

添川 添川筍沢線(4) 路肩崩落 L=10m

東堀越川尻手向線 路肩洗掘 L=50m

東堀越 路肩崩落 L=20m蛸井興屋添川線

◎林道

添川 米山１号線 路肩洗掘 L=30m

添川 五斗畑線 路肩洗掘 L=30m

添川 渡戸沢線 路面欠損 L=10m

添川 下猿花線 路面欠損 L=3m

藤島地域の農業被害

藤島

農作物等 162.ha

穀類・い

も・豆類
161.1ha

野菜 1.4ha

施設 3件

パイプハ

ウス等
3件

公
正
取
引
委
員
会
が

日
、
庄
内
５

30

農
協
に
突
然
「
コ
メ
の
販
売
手
数
料
カ

ル
テ
ル
疑
惑
」
で
立
ち
入
り
調
査
に
入

り
ま
し
た
。

農
協
は
農
家
組
合
員
に
よ
る
非
営
利

組
織
で
あ
り
、
手
数
料
主
義
を
原
則
に

経
営
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

米
価
を
下
落
さ
せ
て
き
た
自
民
党
が
、

採
算
の
取
れ
な
い
米
販
売
手
数
料
を
や

り
玉
に
挙
げ
て
、
農
協
に
「
価
格
競
争

を
せ
よ
」
と
迫
る
こ
と
が
異
常
で
す
。

参
院
選
対
応
の
報
復
か
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

よ
る
農
協
解
体
攻
撃
の
先
駆
け
か
？



庄
内
医
療
生
協
藤
島
支

部
（
成
田
忠
一
支
部
長
）

の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

が

日
、
藤
島
体
育
館
グ

30
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
開
か

れ
１
２
５
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

雨
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
陽
も
照
ら
ず
涼
風
も

吹
く
絶
好
の
コ
ン
デ
ン
シ

ョ
ン
で
、
大
久
保
辰
治
大

会
実
行
委
員
長
が
開
会
宣

言
、
医
療
生
協
を
代
表
し

て
同
理
事
の
加
藤
鉱
一
市

議
が
挨
拶
し
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

優
勝
は
小
玉
清
さ
ん（
31

打
・
駅
前
）、
準
優
勝
が
菅

澤
直
志
さ
ん
（

打
・
幕

34

野
内
）、
３
位
が
渡
部
信
雄

さ
ん
（

打
・
三
和
）
で

34

し
た
。

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ゲ
ー

ム
に
は
、
大
震
災
復
興
支

援
金
と
す
る
１
０
０
円
を

参
加
費
と
し

人
が
参
加
。

25

ま
た
会
場
で
２
万
円
の
出

資
・
増
資
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

同
日
夜
、「
健
康
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
庄
内
」
配
布
者
の

慰
労
会
が
藤
島
公
民
館
で

開
か
れ
、
配
布
者

人
中

57

人
が
出
席
、
栗
原
愛
子

15（
下
町
）
さ
ん
の
昔
話
を

聞
き
、
石
川
勝
雄
副
支
部

長
の
音
頭
で
乾
杯
し
和
や

か
に
懇
談
し
ま
し
た
。

な
お
駅
前
班
で
は
、
小

玉
さ
ん
の
優
勝
を
称
え
、

参
加
者

人
で
交
流
を
深

14

め
る
会
を
開
き
、
時
の
た

つ
の
を
忘
れ
る
ほ
ど
話
に

花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

が
、『
も
し
も
ノ
ー
ト
』『
思

い
出
ノ
ー
ト
』『
家
族
に
残

す
メ
モ
』
…
、
さ
ま
ざ
ま

な
呼
び
名
の
総
称
で
、「
エ

ン
デ
ン
グ
」
は
ｅ
ｎ
ｄ
（
人

生
の
エ
ン
ド
＝
死
）
に
進

行
形
の
ｉ
ｎ
ｇ
を
つ
け
た

造
語
で
あ
る
。

ル
ー
ツ
は
永
井
荷
風
や

正
岡
子
規
に
あ
る
か
も
と

い
う
。
子
規
は
「
僕
が
死

ん
だ
ら
道
端
か
原
の
真
中

に
葬
っ
て
土
饅
頭
知
っ
て

役
立
つ

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
を
築
い
て
野
茨（
の

い
ば
ら
）
を
植
え
て
も
ら

い
た
い
。
石
を
建
て
る
の

は
い
や
だ
が
や
む
な
く
ば

沢
庵
石
の
よ
う
な
ご
ろ
ご

ろ
し
た
白
い
石
を
三
つ
か

四
つ
か
こ
ろ
ば
し
て
置
く

ば
か
り
に
し
て
も
ら
お

う
」。グ

ル
メ
は
食
通
、
美
食

家
の
こ
と
で
、
人
で
あ
る

こ
と
は
前
に
書
き
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
語
で
ワ
イ
ン
や

料
理
の
こ
と
を
よ
く
知
っ

て
い
る
人
の
こ
と
で
す
。

も
う
一
つ
私
の
考
え
で
は
、

数
多
い
ワ
イ
ン
や
料
理
の

微
妙
な
味
の
違
い
が
分
か

り
、
そ
れ
ら
を
喜
び
楽
し

む
人
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

う
ま
い
も
の
、
美
味
は

英
語
で
は
デ
リ
カ
シ
ー
と

い
い
ま
す
。
デ
リ
カ
シ
ー

は
繊
細
、
微
妙
、
鋭
敏
な

ど
の
意
味
で
日
本
語
に
入

っ
て
来
ま
し
た
。
デ
リ
ケ

ー
ト
は
心
遣
い
の
こ
と
で

す
。
美
味
の
デ
リ
カ
シ
ー

は
珍
し
い
も
の
贅
沢
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
デ

リ
ケ
ー
ト
と
書
き
ま
し
た

が
ｄ
ｅ
ｌ
ⅰ
ｃ
ａ
ｔ
ｅ
は

発
音
注
意
で
、
ケ
ー
ト
と

延
ば
さ
な
い
の
で
す
。
微

妙
で
す
ね
。

市
内
の
肉
屋
さ
ん
で
デ

リ
カ
を
見
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
デ
リ
カ
シ

ー
か
ら
で
は
な
く
て
デ
リ

カ
テ
ッ
セ
ン
か
ら
と
思
わ

れ
ま
す
。
調
製
食
品
店
の

こ
と
で
す
。
た
だ
し
英
語

で
は
デ
リ
カ
と
省
略
す
る

こ
と
は
な
く
、
単
に
デ
リ

と
い
い
ま
す
。

せ
て
も
ら
い
ま
す
。

▼
し
か
し
、
憲
法
改
悪
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、
消
費
税
増

税
、
年
金
引
き
下
げ
、
生

保
切
り
捨
て
を
含
む
社
会

保
障
改
悪
な
ど
メ
デ
ィ
ア

の
発
表
数
値
は
、
反
対
が

半
数
以
上
で
あ
り
な
が
ら
、

な
ぜ
そ
ん
な
に
自
民
党
が

当
選
し
た
の
か
は
不
思
議

に
思
い
ま
す
。

▼
自
民
党
に
投
票
し
た
人

で
も
ナ
ゼ
こ
ん
な
に
多
く
、

と
思
っ
て
る
人
が
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
い
う
の
は
選
挙
後
の
内

閣
支
持
率
が
ガ
ク
ン
と
落

ち
込
ん
だ
か
ら
で
す
。

▼
し
か
し
、
注
意
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ゾ
。
思

わ
ぬ
程
の
議
席
を
得
て
今

は
オ
ト
ナ
シ
ク
し
て
い
ま

す
が
ヨ
。
そ
の
う
ち
数
は

力
、
こ
れ
だ
け
支
持
を
得

た
ん
だ
と
、
ド
ン
ド
ン
国

民
が
反
対
す
る
こ
と
を
押

し
つ
け
て
き
ま
す
ゼ
ヨ
。

▼
ま
ず
は
メ
デ
ィ
ア
で
ホ

ッ
カ
ホ
カ
さ
せ
、
数
値
を

ヤ
リ
ク
リ
し
て
２
％
よ
く

な
っ
た
と
し
、
消
費
税
の

引
き
上
げ
で
す
カ
ネ
。

（
石
川
）

エ
ン
デ
ン
グ
ノ
ー
ト
（
１
）

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

医
療
生
協
藤
島
支
部

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
と

「
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
配
布
者
慰
労
会
開
く

エ
ン
デ
ン
グ
ノ
ー
ト
と

い
う
言
葉
が
初
め
て
目
に

と
ま
っ
た
。
赤
旗
日
曜
版

７
月
７
日
号
か
ら
の
連
載

で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
エ

ン
デ
ン
グ
ノ
ー
ト
が
書
店

に
並
び
、
各
地
で
勉
強
会

が
開
か
れ
、
２
０
１
１
年

に
は
「
エ
ン
デ
ン
グ
ノ
ー

ト
」
と
い
う
映
画
も
公
開

さ
れ
評
判
に
な
っ
た
と
い

う
。
こ
れ
が
始
ま
っ
た
の

は
約

年
前
、
今
で
は

20

「
死
」
に
関
わ
る
こ
と
を

考
え
る
市
民
団
体
「
エ
ン

デ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
も
あ

る
と
い
う
。
私
は
ま
っ
た

く
無
知
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

な
ぜ
目
に
と
ま
り
、
な

ぜ
書
こ
う
と
思
っ
た
か
は

後
に
書
く
こ
と
に
し
て
、

ま
ず
エ
ン
デ
ン
グ
ノ
ー
ト

と
は
何
か
を
連
載
を
も
と

に
書
い
て
お
く
。「
高
齢
者

が
人
生
の
終
末
期
に
、
自

身
に
生
じ
る
万
一
の
こ
と

に
備
え
て
書
き
留
め
て
お

く
ノ
ー
ト
」「
人
生
の
最
終

章
を
迎
え
て
、
自
分
の
思

い
や
希
望
を
家
族
や
友
人

に
伝
え
る
ノ
ー
ト
」、
こ
れ

が
一
般
的
な
理
解
で
あ
る

デリカシー
大沼 浩

参
院
選
の
日
本
共
産
党
、

鶴
岡
で
は
前
回
よ
り
３
・

％
得
票
率
を
伸
ば
し
て

29い
た
だ
き
ま
し
た
。
県
区

の
当
選
と
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
お
陰
様
で
北

海
道
と
東
北
、
北
関
東
で

当
選
を
目
指
し
て
い
た
紙

と
も
子
さ
ん
を
当
選
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

▼
全
国
的
に
も
大
き
な
力

を
い
た
だ
い
て
比
例
区
５

人
、
地
域
で
も
３
人
、
し

か
も
こ
れ
は
あ
り
が
た
い

こ
と
に

年
ぶ
り
、

年

12

15

ぶ
り
に
議
席
を
確
保
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

▼
戦
前
、
命
が
け
で
侵
略

戦
争
に
反
対
し
、
投
獄
さ

れ
な
が
ら
も
常
に
国
民
の

困
難
と
す
る
と
こ
ろ
に
寄

り
添
い
、
政
府
を
批
判
し

改
善
策
を
提
案
し
て
き
た

そ
の
働
き
が
、
支
持
さ
れ

た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
多
く
の
要
求
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
い
て
頑
張
ら
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